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 g/mL  Reference Range 
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ヨウ素濃度は、ヨウ素およびヨウ素が酸化したヨ

ウ化物を含む。排泄率は、患者のヨウ素量

（mg/24時間）を検査申込書に示されたヨウ素/ヨ

ウ化物投与量(mg)で割り、100を掛けることにより

算出される。 

 

 

尿クレアチニンは、24時間以内の採尿の尿希釈効

果を考慮します。糸球体濾過率（GFR）の推定で

は、クレアチニンクリアランス試験が勧められま

す。 

 

ICP-MSによって測定される臭素レベルは、全臭
素+ ブロマイドを表しています。ブロマイドは、 

ヨウ化物に拮抗的であり、商業的に生産される焼

き菓子、ソフトドリンク、殺虫剤、臭素化化学品

および一部の薬に豊富であります。 

 

尿中のフッ化物は、イオン特異的電極を用いて測

定されます。フッ化物は、神経毒性で、骨の整合

性を損ない、ヨウ化物代謝を妨げます。フッ化物

の主な根源は、フッ素添加水、飲料、歯磨き粉/

マウスウォッシュ、歯科治療、幾つかの薬に含ま

れています。 

 


